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いつもの支払が変わる！

急な入院で多額の支出が発生…
高額療養費制度の書類の申請が手間だし
間に合わなければ、一時支払いが負担

2

マイナンバーカードを利用できる医療機関窓口での限度額以上の
一時支払いの手続きが不要になります

高額療養費制度の利用方法
（これまで）

マイナンバーカードを利用できる医療機関・薬局での
高額療養費制度の利用方法

顔認証付き

カードリーダー
患者

③認定証を提示①限度額適用認定証
事前申請

②認定証が届く

患者 受付

※窓口での支払が高額になる場合に、自己負担額を所得に応じた限度額
にするために医療機関に提出する証類です。

顔認証付きカードリーダーで
情報提供に同意

※

患者 受付

口頭で情報提供
に同意

or

マイナンバーカード
で受診

保険証で受診

同意をすると限度額を超える支払いが免除されます！
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2 医療機関・薬局が閲覧可能な限度額適用認定証等情報について

医療機関・薬局に提供される情報

マイナンバーカードを健康保険証として利用できる医療機関では、
「限度額適用認定証」がなくても、限度額を超える支払いが免除されます。

窓口での支払が高額になる場合に、自己負担額を所得に応じた限度額にするために医療機関に提出する証類です。
患者本人が医療機関での情報提供に同意すると、以下の情報が共有されます。

限度額適用認定証とは

保険者番号
被保険者証記号・番号
枝番
限度額適用認定証区分
適用区分※1

交付年月日
回収年月日
長期入院該当年月日※2

※1 自己負担限度額を算出する際に適用する区分であり、被保険者等の標準報酬や前年度所得の水準に応じて設定されるものです。
特定疾病療養受療証の特定疾病区分についても、本人の同意があれば医療機関・薬局で閲覧可能です。

※2 限度額適用・標準負担額減額認定証の交付対象者であれば医療機関に共有されます。
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顔認証付きカードリーダーの使い方2

※1 各画面イメージは、現時点のイメージであり、今後変更される可能性があります。
※2 75歳以上の方については後期高齢者健診情報を医師等が閲覧できるようになります。
※3 注射・点滴等も含みます。

 顔認証付きカードリーダー
にマイナンバーカードを置く

画面イメージ※1

 本人確認の方法を選ぶ
 顔認証または暗証番号を
入力

受付完了！同意取得本人確認来院

 各種同意事項の確認・
選択

 マイナンバーカードを顔認証
付きカードリーダーから取り
出し、受付完了

同意確認を行う事項

 特定健診情報
40歳から74歳までの方を対象に、
メタボリックシンドロームに着目して

行われる健診結果の情報です。
※2

 薬剤情報
医療機関を受診し、薬局等で受
け取ったお薬の情報です。※3

高額療養費制度を利用する方のみ

【顔認証】 【暗証番号入力】 【薬剤情報】【特定健診情報】

 提供する情報（限度額情報）
を選択
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顔認証付きカードリーダーとは

顔認証付きカードリーダーとは、マイナンバーカード保険証利用に必要となる機器のことで、
マイナンバーカードの顔写真データを IC チップから読み取り、その「顔写真データ」と窓口で
撮影した「本人の顔写真」と照合して、本人確認を行うことができるカードリーダーです。

顔認証付きカードリーダー

顔認証で本人確認ができます

薬剤情報/特定健診情報閲覧に係る
同意ができます

限度額適用認定証等の情報提供に係る
同意ができます

健康保険証利用の申込(初回登録)ができます
(マイナポータルでの保険証利用の申込(初回登録)が未実施の場合)

暗証番号入力で本人確認ができます

2
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顔認証付きカードリーダーの種類について2
顔認証付きカードリーダーには複数の種類があります。機種によって、マイナンバーカードの
置き方が異なります。

マイナンバーカード

の置き方

顔認証付きカードリーダーの機種は
医療機関・薬局によって異なります。

画像は参考です。

顔認証付き
カードリーダー(例)

縦向き 横向き縦向き
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